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まえがき 
 

 この取扱説明書は、MSLT検査の練習のために提供するMSLT用デモプログラム（フリープログ

ラム）についての説明と使用注意について記述しています。 

 

 

 
 

 

 

 

 

ご注意 
 

 １．本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

 

 ２．本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

 

 ３．本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り記載

漏れなどお気づきの点がありましたらご連絡下さい。 

 

 ４．運用した結果の影響については３項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承下さ

い。 

 

 

 



 

１．概要 
 

MSLT 練習デモプログラムは、MSLT 検査支援ツールを収録プログラムに組み込んだシステム上

で、PSG フォーマットファイルを読み出してリアルタイム収録と同じ状態を仮想的に作り出し、

MSLT 検査の判定を訓練するためのフリープログラムです。 

 

PSG フォーマットデータであれば、読み出して波形モニタが可能です。また MSLT 支援ツール

も同時に動きますので、判定時の参考にすることができます。 

 

注意 

使用期限は、期限付きフリーソフトとして 2010 年 3 月 31 日まで利用可能です。 

その後の使用期限は随時更新版で提供していきます。 

フリープログラムですので、プログラムに関する不具合についての正式サポートを行えない場合が

あります。収録プログラムとしての機能は実行できません。 
 

添付しているサンプルデータ３つは MSLT データではなく、正常成人の PSG データの先頭部分のみ

を切り出したものですので、実際に MSLT 検査でのデータを使用してトレーニングしてください。 
 

MSLT 支援ツールについては、MSLT ツールの取説を参考にしてください。 
 

本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについての質問・要望については、すべて 電子メールにて受け付けます。 

詳しくは、ヘルプのサポートを参照して下さい。 

それ以外の方法での問い合わせについては、無視させていただきます。 

電子メールｱﾄﾞﾚｽ   noru@fb3.so-net.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

２．インストール方法 
 

[インストール方法] 
1. インストールファイル(MSLTDEMOPRG***.EXE)を実行します。(*はバージョン番号) 

2. ハードディスク上の MSLTDEMOPRG フォルダーに自動的に解凍・展開されます。 

3. スタートメニューの MSLT トレーニング内の MSLT トレーニングプログラム(DEMO)を実行します。 

 
 

[動作環境] 
・ペンティアム４ 800MHz 以上の DOS/V 機 

・メモリ WindowsXp    512MB 以上 

         Windows2000  256MB 以上 

         WindowsVista 2.0GB 以上 

・空きＨＤ容量 2GB 以上 

・XGA(1024×768)以上の解像度 

・動作ＯＳ  Windows2000, WindowsXp, Windows Vista 

 



 

３．動かし方 
 

起動と読み出しファイルの指定方法を示します。 

 

［起動方法］ 

1. デスクトップ上の アイコンをダブルクリックしてプログラムを起動します。 
 

2. デモプログラムの確認メッセージがでるので、確認して OK ボタンをクリックします。 

 
 

3. アプリケーションが立ち上がると同時に、最後に読み出していたデータファイルの再生が開始さ

れます。 
 

4. 開始するには、上部の MSLT ボタンをクリックして MSLT 解析画面を出します。 

 
 

5. 検査開始は、波形がモニタされている状態で、START ボタンをクリックします。 

 
 



 

6. 開始されると左上に経過時間が表示されていきます。 

 
解析エポック時間（デフォルト 10 秒）が経過すると、ラスタ表示に 10 秒分のフィルタかかっ

た波形と FFT の帯域ヒストグラムが更新されていきます。 
 

7. 測定中に、入眠になったと思われる時点で、ラスタ波形上をクリックしてマーカー指定してお

きます。２段目の右側にカーソルマークの経過時間が表示されます。 

 
8. マーカー後、入眠が確実と確認した時点で、SLEEP ボタンをクリックして入眠潜時を確定させ

ます。 

 
確定した入眠潜時が３段目の右側に表示されます。トレンド上には、薄青で入眠までの区間が

表示されます。赤い経過時間は、入眠からの経過時間を表示するようになります。 
9. 入眠後、REM が見られた時点で、マーカー操作を行い REM ボタンをクリックして REM 潜時を

確定させます。 

 
確定した REM 潜時が４段目の右側に表示されます。トレンド上には、薄紫で入眠から REM ま

での区間が表示されます。REM が出現した時点で、被験者を起こして測定は終了させます。 
10. 測定開始後、指定した入眠リミット時間を超えても入眠がない場合には自動的に測定を終了し

ます。 
11. 入眠潜時後、指定した REM 潜時リミット時間を超えても入眠がない場合には自動的に測定を

終了します。 
 



 

［読み出しファイルの指定方法］ 

1. 上部の収録ボタンをクリックして収録設定画面を出します。 

 
 

2. ﾌｧｲﾙ指定..ボタンをクリックします。 

3. 読み出しファイルの指定ダイアログが表示されます。PSG フォーマットデータを指定して、開く
ボタンをクリックします。 

 
4. PSG フォーマットデータが正常に読み出されれば、先頭から波形データが再生されて表示されて

いきます。 

5. データの先頭から再生する場合には、最初から再生ボタンをクリックします。 

 

 



 

４．MSLT 支援ツールカタログ 
 

MSLT 測定プログラム(NoruPro Light Systems) 

MSLT Realtime Analysis        
 

MSLT 測定プログラム(MSLT Realtime Analysis)は、収録プログラム(Acquisition System, AP Monitor) で、Multiple Sleep 
Latency Test(MSLT)あるいは Maintenance of Wakefulness Test(MWT)の計測を簡単に行うための解析ツールとレポート出力を行

うオプションプログラムです。α帯域のフィルタをかけた脳波をラスタ上に表示すると同時に、周波数帯域グラフを解析エポ

ックごとに表示して入眠の目安を把握すると同時に、トレンド上に傾向を表示させることができます。最大８試行までの入眠

テストを保存でき、それぞれのトレンドデータを保存・表示することが可能です。 
 

特徴 
● Bio Acquire, AP Monitorのオプションｿﾌﾄとして機能します。 
● 最大８試行の入眠検査を記録できます。 

途中で終了しても前回までの試行データ・トレンドデータは残っています。 
● 波形にフィルタをかけてラスタ表示を行い、判定しやすくなります。 
● ラスタ表示により前後の波形を把握することが可能です。（最大１５エポック） 
● リアルタイムに潜時指定が可能です。検査中にラスタ波形上で入眠潜時及びREM潜時の指定が可能 
● 結果表示で、全試行のトレンド表示・潜時値表示が可能です。入眠潜時及びREM潜時の修正が可能 
● 各試行の潜時値をテーブル表示できます。入眠潜時及びREM潜時をテーブル表示できます。 
● 潜時値テーブルとトレンドをレポート印刷できます。 
● 結果をMSLファイルで保存し、読み出して確認・修正が可能です。 

潜時テーブルは、テキスト形式でも保存が可能です。 
● 操作ヘルプが充実しています。 
 

設定画面                入眠指定時 

  
 

モニタ表示画面                   

  
 



 
計測テーブル表示 

 
 
  

試行トレンド表示例           レポート印刷例 

   
   

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

仕様 
● 最大試行数     最大８試行、終了しても一時保存が可能 

● 脳波モニタ     最大１ﾁｬﾈﾙ、帯域フィルタ表示 

● 筋電モニタ     最大１ﾁｬﾈﾙ、帯域フィルタ表示 

● ラスタ表示     最大１５ラスタ表示（EEG,EOG 同時表示）解析単位（5,10,15,20,30 秒） 

● 潜時指定      入眠潜時、REM 潜時、リアルタイム時にラスタ波形上で指定 

           結果表示時に修正可能 

● 結果表示      全試行のトレンド一括表示、トレンド波形イメージのｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞｺﾋﾟｰ 

● トレンド表示    帯域パワー値、帯域含有率、周波数ﾊﾟﾗﾒｰﾀ切り替え（最大 8 帯域）EMG 積分 

● LOG 表示      各試行の入眠潜時 REM 潜時テーブル表示、潜時のクリア、試行の削除が可能 

● データ保存     結果データを任意ﾌｧｲﾙ名で保存、試行の潜時テーブルをテキスト形式保存 

● レポート印刷    潜時テーブルとトレンド波形のレポート印刷 

● ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞｺﾋﾟｰ  潜時テーブルの潜時データ、トレンドイメージ、トレンドデータ 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

動作環境 
● パーソナルコンピュータ（PC/AT 互換機）ペンティアムⅢ 500MHz 相当以上 
● メモリ 256MB 以上 (推奨 512MB 以上 Vista 2GB 以上), ハードディスクの残り容量 4GB 以上 
● 表示解像度 1024×768 以上    対応 OS  Windows2000, Windows Xp, Windows Vista 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

開発元 （有）のるぷろライトシステムズ   問い合わせメール  noru@fb3.so-net.ne.jp 
〒185-0003  東京都国分寺市戸倉 2-11-25 TEL/FAX 042-304-1951  できるだけメールでお問い合わせください。 
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